
新出の新島八重の写真と書簡

このほど新島八重(1845 1932)の写真(左)と書簡

(下)とが、それぞれアーモスト大学史料室と山岡家

(岸和田市)とで見つかった

前者は撮影の年月日、場所とも不,羊後者は1917

年1月17日付の山岡邦郎宛書中の牧野先生は

牧野虎次(のちに同志社総長)山岡邦郎(1861

1946)は1884年の同志社英学校普通科の卒業生で、

牧師を経て出身地で実業に従事していた八重の米

寿(1932年)には八重ねはちかさね)祝ひまつりて百歳

の刀自の齡をなほも祝はんと。永んでいる
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名誉学位授与弌

当時のクラスメート、韓国からの留学生、子息たちもかけつけ祝福した
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女
子
大
学
は
十
一
月
十
九
日
、
同
志
社

礼
拝
堂
に
お
い
て
大
韓
民
国
ソ
ウ
ル
市
在

住
の
金
玉
羅
氏
に
同
志
社
女
子
大
学
名
誉

文
化
博
士
の
称
号
を
贈
呈
し
た
。

氏
は
同
志
社
女
子
専
門
学
校
英
文
科
を

九
四
五
年
九
月
、
敗
戦
の
混
乱
の
な
か

で
卒
業
帰
国
後
は
女
性
社
会
教
育
活
動

に
献
身
し
、
韓
国
に
お
け
る
女
性
の
社
会

的
地
位
の
向
上
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た

こ
の
名
誉
学
位
は
、
氏
の
こ
れ
ら
の
活

動
と
業
績
を
称
え
て
贈
ら
れ
た
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幼稚園クリスマス祝会
(12月17日・新島公館)

幼村H剥のクリスマス礼11では、令共でイ

エス様のご降"延をお祝いし、祝会では、

剛児たちによる劇や歌が披鰯された
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中学校体育祭
a0打5日・中学校校庭)

人むかで競司三や台風の日などで

亡1熱した小学校体育祭
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